
市街地開発事業の現状と経緯 

（区画整理事業　人口急増地区）

　　人　　口 対計画人口 

（ｈa) （％） （ｈa) (人) （人） （％） 

1 請西第二 組合 Ｓ６３～Ｈ１１ 72.2 32.03 49.1 7,200 4,277 59.40 請西 木二・太田 

2 請西第三 〃 Ｈ３～Ｈ１９ 90.4 29.41 63.8 8,200 811 9.89 請西 木二 

3 小浜 〃 Ｓ６２～Ｈ１２ 77.3 34.80 50.4 7,000 3,005 42.93 畑沢 畑沢・波岡 

4 烏田 〃 Ｈ７～Ｈ１７ 92.1 31.28 63.3 8,000 2,226 27.83 八幡台 波岡 

5 中尾・伊豆島 〃 Ｈ３～Ｈ１８ 98.0 35.49 63.2 6,800 2,330 34.26 南清 清川 

（人口予測） 

１）現在の木更津市の人口動態では、社会増は次のようになっている。（単位は年、毎月常住人口調査による）

　　H16：△37人、H17：△1,164人、H18：838人、H19：871人､H20：1,276人（５年間の平均は年357人の増、増加した３年の平均は９７５人の増） 

２）この社会増が児童数に及ぼす影響は、本市の児童数発生係数（５．60％）で計算すると、年に約２０～５５名となる。 

３）一方、直近で本市の人口予測を行った水道部での将来人口予測、および社会増発生地区の推計は次のとおりである。 

年度 ※この推計によれば、平成２３年度以降は、市全体では人口減と見込んでいる。 

Ｈ２１ 　しかし、上記「人口急増地区」のうち請西第三、烏田、中尾の３地区は、社会増が当面続く 

Ｈ２２ 　と見込んでいる（請西第二、小浜の２地区は自然増のみで、市街化は達成と推計）。 

Ｈ２３ 　請西第三（請西南）の社会増：１５８人（年） 

Ｈ２４ 　烏田地区（羽鳥野）　　　〃　：１５８人（年） 

Ｈ２５ 　中尾地区（ほたる野）　　　〃　：１２５人（年） 

Ｈ２６ 
Ｈ２７ これら３地区の社会増の合計は、４４１人となり、これからの児童発生数は２５名となる。 

Ｈ３７ しかし、実際の上記３地区の趨勢は約１，５００人で、社会増の予測値を超えており、請西第三で５００人（児 

童数で２８人）、烏田地区で４００人（〃２０人）、中尾地区で６００人（〃３４人）となっている。この差は、社会 

増の増加と市内での移動によるもので、この傾向が続くかどうかで、３地区の数値が大きく変化する。（増加人口の３分の２が社会増、３分の１が市内移動） 
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